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花
の
種
蒔ま

き
て
小
石
を
標

し
る
べと

す

山
び
こ
の
里
に
生
れ
て
蓬
よ
も
ぎ
摘
む

廃
線
の
告
知
の
駅
舎
地じ
む
し虫
出
づ

蝌か

と蚪
生
る
飛
行
機
雲
は
一
直
線

堤
防
の
釣
り
人
数あ
ま
た多
風
光
る

対
岸
に
牛
久
大
仏
風
光
る

乾
き
ゐ
し
土
に
ひ
と
雨
風
光
る

落お
ち
ひ
ば
り

雲
雀
忍
者
ま
が
い
に
消
え
居
り
ぬ

来
客
の
気
づ
く
初
音
や
佗わ
び
す
ま
い

住
居

山
桜
眼
下
見
お
ろ
し
何
思
ふ

や
わ
ら
か
き
春
の
陽
射
し
に
咲
く
す
み
れ
五
号
の
鉢
も
大
地
な
る
べ
し

葉
を
落
し
冬ふ

ゆ
び日
浴
び
つ
つ
林
の
木
命
潜ひ

そ
め
て
春
を
待
つ
ら
ん

落
葉
ど
き
歓
喜
す
る
如
く
転
び
来
て
こ
こ
よ
と
溜た

ま
る
庭
の
く
ぼ
み
に

年
の
瀬
の
夜や

ら
い来
の
大
雨
過
ぎ
去
り
て
澄
み
わ
た
る
空
の
風
の
清
さ
よ

爺
ち
ゃ
ん
も
お
家
へ
帰
ろ
う
よ
孫
の
片
言
夢
に
見
る
な
り

シ
ク
ラ
メ
ン
花
の
終
り
の
束
の
間
を
乱
る
る
ま
ま
に
咲
き
て
陽
に
透
く

失
明
の
危
機
と
宣
告
さ
れ
し
夜
家
族
の
笑
顔
脳
裏
に
刻
む

親
竹
を
抜
き
て
伸
び
た
る
若
竹
の
梢う

れ
し
な
や
か
に
風
に
な
び
き
お
り

聴
え
ぬ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
補
聴
器
を
藁わ

ら
を
も
掴つ

か
む
気
に
て
買
い
替
う

（
下
稲
吉
）

（
宍　

倉
）

（
下
稲
吉
）

（
稲　

吉
）

（
牛
渡
下
郷
）

（
戸　

崎
）

（
大
和
田
）

（
御　

殿
）

（
下
稲
吉
）

（
横　

堀
）

（
下
稲
吉
）

（
稲
吉
東
）

（
下
稲
吉
）

（
稲
吉
東
）

（
ピ
ソ
天
神
）

（
西
成
井
）

（
西
成
井
）

（
東
野
寺
）

（
西
野
寺
）

遠
藤
富
重

大

西

周

田
中
好
子

中
島
良
平

坂
入
昭
吉

小
室
貞
江

小
室
和
則

佐
谷
戸
摂
子

石

塚

榮

丹
部
瑛
雄

か
の
う
栄

成
島
利
男

枝

力

石
塚
文
子

小
松
崎
正
栄

車
田
き
み

福
田
宏
通

塚
田
甲
子
郎

宮
本
て
る
み

短
歌

俳
句

話
相
談
，
来
所
相
談
，
就
学
相
談
）

　

 　

な
お
、
電
話
相
談
は
、
二
十
四
時
間
留

守
番
電
話
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

い
じ
め
問
題
に
関
し
て
は
、
教
育
指
導
室

内
に
「
い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置

し
、
留
守
番
電
話
対
応
に
よ
り
、
多
様
な

相
談
に
対
応
し
ま
す
。

・ 

何
ら
か
の
事
情
で
、
登
校
で
き
な
い
で
い

る
児
童
生
徒
の
た
め
に
、
適
応
指
導
教
室

「
ひ
た
ち
の
広
場
」
を
開
設
し
、
指
導
員
に

よ
る
補
充
学
習
や
体
験
活
動
を
通
し
て
登

校
に
向
け
て
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ひ
た
ち
の
広
場
」
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○
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
在
籍
す

る
学
校
に
、
学
校
介
助
員
を
配
置
し
、
児
童

生
徒
が
よ
り
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
活
動
支
援
に
あ
た
り
ま
す
。

○
障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
就
学

相
談
に
つ
い
て
は
、
月
一
回
専
門
の
相
談
員

に
よ
る
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
予
定
表

は
、
各
幼
稚
園
、
保
育
所
、
各
小
中
学
校
な

ど
に
あ
り
ま
す
。

教育委員会

釈
迦
が
旧
暦
の
四
月
八
日
に
生
ま

れ
た
と
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
祝
い

実
施
さ
れ
る
灌
仏
会
と
い
う
行
事
が

あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
草
花
で

飾
る
花は
な
み
ど
う

御
堂
内
に
釈
迦
誕
生
仏
が
安

置
さ
れ
、
別
名
「
花
ま
つ
り
」
と
も

よ
ば
れ
ま
す
。
釈
迦
が
誕
生
す
る
際

に
天
か
ら
香
り
高
い
水
が
降
り
注
い

だ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
参
拝
者
は

釈
迦
如
来
像
に
甘
茶
を
注
ぎ
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら
市
内
の
寺
院
や

小し
ょ
う
ど
う
堂
に
は
、
灌
仏
会
用
に
造
ら
れ
た

青
銅
製
誕
生
仏
を
安
置
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
活
発
な
「
灌
仏
会
」

が
江
戸
時
代
ご
ろ
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

下
志
筑
・
中
志
筑
・

上
稲
吉
・
中
佐
谷
・

岩
坪
・
西
成
井
・
宍
倉
・

安
食
・
柏
崎
な
ど
ほ

と
ん
ど
の
地
区
で
釈

迦
誕
生
仏
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
中
で
も
宍
倉
の
最さ
い
し
ょ
う
じ

勝
寺
の
も
の

は
、
頭
髪
が
渦
巻
き
に
な
っ
て
い
る

「
清
涼
寺
式
」。
清
涼
寺
は
、
京
都
府

嵯
峨
野
に
所
在
す
る
寺
院
で
す
。
さ

ら
に
、
宍
倉
金
川
地
区
の
も
の
は
木

製
で
像
高
約
五
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
市
内
最
大
規
模
で
、
一
般

的
な
も
の
と
違
い
左
手
が
天
上
を
指

す
逆
手
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
灌
仏
会
は
、
市
内
で
は
み
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

現
在
で
も
石
岡
市
の
国
分
寺
で
は
盛

大
に
行
な
わ
れ
、
多
く
の
参
拝
者
で

賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

■
学
力
の
向
上
の
た
め
に

学校だより

■ 

生
徒
指
導
の
総
合
的
推
進
の

た
め
に

場
合
は
、
そ
の
学
級
に
非
常
勤
講
師
一
人
を

配
置
し
て
い
ま
す
。

　

加
配
教
員
の
配
置
さ
れ
て
い
な
い
小
中
学

校
十
一
校
に
は
、
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

(

Ｔ
Ｔ)

な
ど
の
非
常
勤
講
師
を
一
人
ず
つ
配

置
し
、
国
語
、
算
数
、
英
語
な
ど
の
教
科
を

中
心
に
、
き
め
細
や
か
な
指
導
に
努
め
て
い

ま
す
。

○
複
式
学
級
が
あ
る
学
校
に
お
い
て
は
、
加

配
教
員
に
加
え
て
、
市
独
自
で
「
教
育
活
動

指
導
員
」
を
一
人
配
置
し
、
よ
り
効
果
的
な

指
導
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
文
部
科
学
省
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

配
置
事
業
」
に
よ
り
、
臨
床
心
理
士
の
資
格

が
あ
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
全
中
学

校
に
配
置
し
、
生
徒
や
保
護
者
の
教
育
相
談

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

○
文
部
科
学
省
「
子
ど
も
と
親
の
相
談
員
等

活
用
事
業
」
に
よ
り
、
相
談
員
を
配
置
し
、

学
校
・
保
護
者
・
関
係
機
関
と
連
携
し
た
児

童
や
保
護
者
の
教
育
相
談
に
よ
り
、
小
学
校

に
お
け
る
不
登
校
の
改
善
、
未
然
防
止
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

○
か
す
み
が
う
ら
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

継
続
し
て
設
置
し
、
相
談
員
五
人
を
配
置
し
、

教
育
相
談
の
拠
点
と
し
て
次
の
活
動
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

・ 

児
童
生
徒
お
よ
び
保
護
者
の
教
育
相
談（
電

か
す
み
が
う
ら
市
に
は
十
三
の
小
学
校
と

四
つ
の
中
学
校
が
あ
り
、
各
学
校
で
は
、

❶
確
か
な
学
力
の
向
上

❷
豊
か
な
心
の
育
成　

❸
健
や
か
な
体
の
育
成　

の
実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
市
教
育
委
員
会
で
は
市

内
三
千
七
百
余
人
の
児
童
生
徒
の
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
必
要
な
資
質
や
能
力
を
育
て
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
人
的
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

○
各
校
で
は
、
従
来
の
一
斉
授
業
に
加
え

て
、
一
つ
の
学
級
を
二
人
の
教
師
が
協
力
し

て
指
導
し
た
り
、
習
熟
度
別
や
学
習
課
題
別

に
弾
力
的
に
学
習
集
団
を
分
け
て
指
導
し
た

り
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
方
を
外
部
講
師

と
し
て
招
い
た
り
し
て
、
児
童
生
徒
が
学
習

内
容
を
よ
り
効
率
的
に
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
な
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
県
で
決
め
ら
れ
た
教
員
の
定

数
以
外
に
、
小
中
学
校
に
加
配
教
員
十
三
人

を
配
置
し
た
り
、
社
会
人
講
師
を
先
生
と
し

て
活
用
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
個
に
応
じ

た
指
導
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
一・
二
年
生
に
お
い
て
は
、

学
年
の
児
童
数
が
百
五
人
を
越
え
る
場
合

は
、
四
十
人
学
級
で
な
く
、
三
十
五
人
学
級

に
編
成
し
、
教
師
の
目
が
よ
り
届
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
十
五
人
を
超
え
る

■ 

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た

め
に

問かすみがうら市教育委員会
　学校教育課  教育指導室
　☎内線 2400

「かすみがうら市の
学校教育」

～教育的ニーズにこたえるために～

灌か

ん

ぶ

つ

え

仏
会

釈
迦
誕
生
の
祝
行
事　

別
名
を
�
花
ま
つ
り
�

★
平
成
19
年
度
は
、
市
内
で
行
な
わ
れ
て
い
た
年
中
行
事
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
★

青銅製釈迦誕生仏
（宍倉 最勝寺）

※
郷
土
資
料
館
ホ
ー
ル
に

5
月
上
旬
ま
で
展
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中
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事


